様式第１号（第５条関係）
年　　　月　　　日

有田川町長　　　　　　　　様

住　　所

氏　　名　　　　　　　　　　　　　　　

電話番号


有田川町産材利用住宅支援事業補助金交付申請書


　　　　年度における有田川町産材利用住宅支援事業を実施したいので、補助金　　　　　　円を交付されたく、有田川町産材利用住宅支援事業補助金交付要綱第５条の規定により関係書類を添えて申請します。
なお、補助金の交付申請にあたり町税等の納付状況について、町の保有する公簿等により世帯全員に
未納がないことを確認する事に同意します。
　また、当事業の補助を受けた場合は、翌年度末までに補助の対象となった住宅に居住することを確約し、違反した場合は補助金を返還します。

関係書類
・事業計画書
・木拾い表（計画）
・請負契約書若しくは請書の写し
・計画平面図及び立面図
・付近見取図
・世帯全員の住民票（世帯主と続柄を省略しないもの。また、転入者においては、現住所地での住民票）








様式第２号（第５条関係）

有田川町産材利用住宅支援事業
（事業計画書・変更計画書）及び収支予算書

1 建築しようとする住宅の概要（事業計画・変更計画）
	①申請者名
　（建築確認通知書又は建築工事届に
記載する建築主名）
	

	②所在地（番地まで記載）
	

	③全体（構造材+内外装材）の材積
	
　㎥　

	④有田川町産材の材積（㎥）
（構造材　+　内外装材　＝　総量）
	　(構造材)　　+　(内外装材)　 ＝　（総量）
（　　　　　）+（　　　　　） ＝　　　　　㎥

	⑤延べ床面積
	
㎡　

	⑥着工日
	年　　月　　日（補助対象部分の着工日）

	⑦建築請負業者名等
（住宅供給業者）
	名　称

	
	住　所

	
	電　話



２　上記住宅の構造材及び内外装材の経費の内訳（収支予算書）
	1 全体の構造材及び内外装材に係る経費
	千円　

	
	2 自己資金額
	千円　

	
	3 補助金額
	千円　



３　事業補助金交付申請額計算書

補助金交付申請額
(上限200,000円)

　　　　　　　　　　　　  円


有田川町産材の使用量
構造材(㎥)+内外装材(㎥)＝

　　　　　　　　　　　　  ㎥





× ２０，０００円 ＝
様式第２号の2（第５条関係・第７条関係・第８条関係）

有田川町産材利用住宅支援事業（内外装整備・ウッドデッキ）（計画書・変更計画書・実績書）

1　建築しようとする住宅の概要
	①申請者名（ふりがな）
(工事請負契約書又は請書に記載する建築主名)
	ふりがな

申請者名

	②申請者の性別及び生年月日
	(性別)

男 ・ 女 
	(生年月日)

昭和・平成　　　　　年　　　月　　　日

	③建築場所（番地まで記載）
	

	4 建築時期
	明治・大正・昭和・平成・令和　　　　年　　　月

	⑤建物種別
	□専用住宅
□併用住宅（住宅部分以外の用途：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	⑥建て方
	□一戸建て　　　□ その他（　　　　　）

	⑦構造
	□木造　　□ 鉄筋コンクリート　　□ 鉄骨造　　□ その他（　　　　　）

	専用住宅の場合
	併用住宅の場合

	⑧有田川町産材　
使用面積(㎡)
	㎡
	⑨住宅部分における
有田川町産材
使用面積(㎡)
	㎡

	⑩着工日
	　　　　　　　　年　　　月　　　日　　（補助対象部分の着工日）

	⑪建築請負業者名等

	名　称

	
	住　所

	
	電　話


※1　⑧、⑨は、設計図等の図面で示された有田川町産材使用面積について、小数点以下第１位切り捨てにより記載すること。

２　事業申込書補助交付金申請額
	補助金交付申請額（円）

	


· 補助金交付申請に係る住宅の概要の有田川町産材面積（⑧又は⑨）に応じ、要綱第３条を参考に記載すること。
様式第３号（第５条関係・第７条関係・第８条関係）
木拾い表（計画 ・変更・ 実績）

　作成者　　住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
· 法人にあっては、主たる事務所の所在地、　　　　　
名称及び代表者の氏名　　　　　　　　　　　　
	部材名
	　　規格
	　　使用数量
	備考

	
	樹種
	長さ
(㎜)
	幅
(㎜)
	厚み
(㎜)
	数量
(本・丁)
	単材積
(㎥)
	有田川町産材使用材積(㎥)
	

	
	　　　
	
	
	
	
	
	
	

	合計
	
	
	
	
	
	
	
	


※１　本様式は、建築請負業者等が作成すること。
※２　計画・変更・実績は、いずれかを二重線で消すこと。
※３　補助の対象となる町産材について記載すること。ただし、仮止めなどの一時的な使用のみの部材は、補助の対象としない。
※４　部材名欄には、通し柱、管柱、間柱、筋かい、束、土台、大引、根太、梁、桁、母屋、棟木、胴差、火打ち、床材、壁材等を記載すること。
※５　単材積、町産材使用材積は、小数点以下第５位を四捨五入し、小数点以下第４位とすること。
[bookmark: _GoBack]※６　本表が２頁以上になる場合は、頁毎に町産材使用材積の小計を記入すること。
